あなたの人生の一冊　みんなの回答
デジハリ大学『リサーチ＆プランニング』２０１０
Q:あなたがこれまでの人生で最も感動した、あるいは、最も影響を受けた一冊を教えてください。

本の名前：

著者名：

よかったところを一言で言うと？

あなたの名前：　学籍番号：

-----------------------------------------------------------------------

Critique Du Monde Moderne 近代世界の批評　ルネ・ゲノン

かなり古い本だが今現在でも批評が明確にできたと言える

植物図鑑　有川浩

日ごろそこら辺に生えている「雑草」と呼ばれているものが食べられること「雑草という植物（草花）はない」

Beat Kids / Beat Kids II 風野潮

新ヤングアダルトとして青春モノにとても魅力を感じた一冊。等身大の作品を読むことで自分も何かに打ち込みたい！自分も打ち込める何かを見つけたいと感じた。”ドラムのひびきはオレの花火やねん”主人公のエージは普通の親に育てられ普通の人生を歩んできた中学生だがひょんんあことから学校の吹奏楽部に入部することになり、ブラスバンドを行う。そこでは天才ドラマーの部長ナナオがいて、ナナオはエージの隠された才能を見抜く。そこからドラムに...音楽にはまったエージのストーリーがはじまる！中学生～高校生にかけてのバカで熱くまっすぐな作品です！（映画化されました。）

ワンピース　尾田

ゴーイングメリー号との別れ

ソード・アート・オンライン　川原礫

オンライン小説から読んでおり最近商品化されました。ゲーム内で知り合う人の愛の物語です。現実の世界で会うまで二人がとても長い時間あえないのがすごくいいです。

９S（ナインエス）　葉山透

二重人格の少年と政府に２４時間体制で監視されている少女が出逢い、２人で協力して「遺産」という技術を使うテロリストとたたかう話。主人公が闘いになるとかっこいい。

銀盤カレイドスコープ　海原零　イラスト　鈴平ひろ

絵。

砂糖菓子の弾丸は撃ちぬけない　桜庭一樹

突然、高校に引っ越してきた女の子。もくずという名をつけられた女の子。父親から愛してもらいたいがために、頑張っているのに父親が娘に送るのは愛情ではなく、暴力だった。家族について考えさせられるとても泣ける本です。

デス・スウィーパー　きがたわ翔

私たちの生活で。

ガーデン・ロスト　紅玉いづき

女子高生４人が一緒にいることで周りから壁を作っていた。だけどそれぞれが現実を見たり、今まで居心地の良かった場所から外に放り出されると言う苦しさを描いていて、それに共感した。

World Journey 高橋歩

作者が奥さんと一緒に世界一周をする紀行文。これから世界一周をしたい人に向けて、経験者の体験談などが載っている。人生で最も影響を受けたかと言われると自信がないですが、本の中で作者が行っている「足踏しても靴の底は減るぜ」という言葉がずっと印象に残っています（本は中学の時に読みました）

檸檬　梶井基次郎

透明感があってキャラの細かな動きや感情が表現してあるのが読んでいて引き込まれてよかった。色彩が目の前に飛び込んでくるような！道のかげろうとか、気怠さとか。

盲導犬クイールの一生　石黒謙吾

クイールが盲導犬として育てられる。そのため、ある年齢まで育てられるとちゃんとした施設で訓練をするため育て親の手から離れなけれなならない辛さ。盲導犬としての役目を終えて帰ってきた頃にはよぼよぼの老犬になっていて、盲導犬としてすごい長い間働いていたその姿がすごく良かったです。

半分の月がのぼる空　橋本紡

裕一の一生懸命な姿勢や想いに心打たれた。又、混同する二組の運命や現実の重さと直面するも、それを里香の為に奔走する姿や何気ない日常の中に感じるささやかな幸福感や涙する場面では強く感情移入してしまい、話の進行に伴って笑ったり泣いたりしました。そして現実を見る大人の視点と未来をつかもうとする子供の視点gが似ているようで全く質の違う色を見せ、また書き方や表現の一つ一つに感嘆したりもした。ドラマやアニメにもなっているけれど僕は文庫の原作が一番好きです。

葉っぱのフレディー　いのちの旅　レオ・バスカーリア著　みらいはな翻訳

春に生まれたある一枚の葉っぱが冬に木からはなれるまでを描いたお話なのに、自分たちへのメッセージのようではっとさせられる。”変化するって自然なことなんだ””きみは春が夏になるとき　こわかったかい？緑から紅葉するとき　こわくなかったろう？死ぬというのも変わることの一つなのだよ”

はらぺこあおむし　エリック・カール

色合い、しかけ（簡単な）　絵柄　言葉のリズムとか

エクリ　ジャック・ラカン

（図）　S=主体は他社を自分に見たてて自我を手に入れたと思い込む　つまり自分の意識で自分を手に入れたと錯覚する　主体と言葉の間には鏡が割って入っている

アップルの法則　林信行

なし

はらぺこあおむし　エリック・カール

小さい頃、この絵本が大好きだったから　いま見てもとてもキレイなイラストでわくわくします　絵本に穴があいているのもよかった　子供はそういうのが好きです（笑）

野ブタ。をプロデュース

なし

平凡の世界　路遙

苦労と愛情。挫折と追求。痛苦と？？？

三国志　北方謙三

登場人物の漢らしさ

家守綺譚　梨木香歩

雰囲気。

やさしいあくま　なかむらみつる

絵本ですがなにげに深いです。だいぶ昔に読んで感動したのを覚えてます。読んでみないとわからない。人間の心のきたなさや子供の心のきれいさが伝わってくる絵本です。

限界を突破する学ぶ技術　羽根拓也先生

怠け者とは行動ができない人の事だ。業績が上がらない、ものごとを作り出せないなど。

テニスの王子様勝利学　松岡修造

内容はところどころ「テニスの王子様」に関連する内容が出てきて、基本は修造さんが考える「テニスとは何か」から始まる熱い一冊であった。テニスの事もかいてあるのですが、ほとんんどの部分が修造さんらしいメンタル面に特化した内容で自分を成長させてくれる本であった。

ドラゴンボール　鳥山明

子供の頃からよく読んでいる漫画。今読んでも胸が熱くなる。悟空は永遠のヒーローです。

十二国記　小野不由実

他人を信用することのできない陰鬱とした雰囲気から、勧善懲悪的に解決する展開が爽快

ノルウェイの森　村上春樹

現実であって現実でないような不思議な感覚を覚えるストーリー。ピンクでイヤラしい堪能ではなく、もっと人間の情事としてのキレイに飾られていない官能シーンがリアルだった。辛く苦しい時に耐えたのに決してみんな幸せにならなかった悲しい現実。

次郎物語　下村湖人

主人公の成長して行く過程が自分自身の経験や思い出に重なることが多く、感情移入しやすい。また登場人物が一人ひとり魅力的である。

不都合な真実

（図）　私たちの地球　いま大変なことになっていく　直視しないと手遅れになる

人間失格　太宰治

物語の暗さ。文章の書き方。時代や主人公の背景がわかりやすかった。

ハリーポッターとアズカバンの囚人　Ｊ.Ｋ.ローリング

シリーズの中でも、ハリーとシリウスの出会いが最も印象的だったので、よく覚えています。幼さが抜け、だんだんと成長していく中での感情などが伝わってきやすかったこともあるのではないかと想いました。それに長い物語ということもあって、のちにわかってくる部分などもあるのでおもしろい。

ハリーポッターと秘密の部屋　Ｊ.Ｋ.ローリング

秘密の部屋にたどり着くために飲み薬で姿を変えたり幽霊に話を聞いたり等、夢があって面白かった。インクのにじみ出る本や巨大なヘビ。

君たちはどう生きるか　吉野源三郎

主人公のコペル君が様々な経験を通して精神的に成長して行く物語。ストーリーのラストではコペル君が親友を裏切ってしまったことに対して大いに悩むが、彼の「おじさん」のアドバイスで最終的に和解する。物語の舞台は戦前の日本ではあるが（たしか？）友人関係で苦悩することの多い現代の若者に対して十分なメッセージ性がある。自身もこの本を読んで、当時抱えていた学校生活での困りごとをいくつも解決することができたため、今でも非常に感謝している。

スイミー　ちいさなかしこいさかなのはなし　レオ・レオニ

小学生の頃に読んで初めて感動した作品。一匹では弱くても力を合わせれば大きなものにも立ち向かえるという場面がとても感動しました。

もし高校野球の女子マネージャーがドラッカーの『マネジメント』を読んだら　岩崎夏海

単純に設定がおもしろいと思った。ちょうど昨年あたりからマネジメント（運営・経営）を授業で学ぶことが多くなり興味があったので購入した。文も読みやすくストーリーも簡単だったので楽に勉強でき楽しめた。僕が初めて自分で購入した本。ドラッカーの『マネジメント』も読んでみたいと思った。

”Iｔ”と呼ばれた子　デイブ・ペルザー

著者の半生を綴った本。著者が母親からDV（ドメスティックバオイレンス）を受け、そんな過酷な環境でも強く生きていく。なぜ母親から愛されないのか。

撲殺天使ドクロちゃん　おかゆまさき

こんなにアホな読み物があるのかといライトノベルにはまるきっかけになりました。

ニュートン（雑誌）

１０次元の定義について書いてあった。意味はわからなかったが「１０次元」という途方もない数字に笑った。

諸葛孔明

人生で問題に当たった時の解決策がいろいろあったところ

荒野　桜庭一樹

育ての親である家政婦と恋愛小説家である父とそれにまきこまれる子供の話。全体にわたって書かれていたテーマが「何かを求めるために何かを捨てなければならないのか？」というものであった。

サラリーマン合気道　箭内道彦

クリエイティブディレクターとして活躍する箭内氏が「一人博報堂」として広告業界で培ってきた自身の体験を元に、コミュニケーション力、アイディア力などを独自の視点で書いている。様々なしがらみがある中で息苦しく生きている私自身へのサプリ的な本です。

手紙　東野圭吾

主人公の兄が犯罪者になってしまって主人公が世間の逆境を乗り越える姿に感動しました。

五体不満足　乙武洋匡

五体満足で生まれなかったことでバリアフリー化活動などにたくさん参加してかっこいいと思った。あと自分が五体満足であることのありがたみを知った。

走れメロス　太宰治

人を信じることの大切さ　あきらめない心

Fate/Zero 虚淵玄

ハリーポッターですら全部読むことができなかった自分が最後まで楽しんで読むことができた。

魔法使いが落ちてきた夏　タカシトシコ

現代の新宿を舞台に異次元世界が広がるファンタジー物語。魔法使いが魔法を使うシーンが格好良くて面白かった。

狂乱家族日記　日日日

なし

ニューヨーク・ニューヨーク　漫画　羅川真里茂

ゲイであることをかくして生活する難しさやそれに伴なうジレンマ、偏見、弾圧、親への罪悪感、エイズ、ゲイのカップルが用紙を取ることで発生する問題まで深刻なテーマを多く扱っており、同性愛者への見方が変わった。

１Q８４　村上春樹

ちょっとよくわからなかった。物語が複雑。男女の恋愛関係が描写されてる

ハッピーバースデー　青木和雄

苦しみに立ち向かう女の子の話。周囲の環境に助けられていく様子

ポケットに名言を　寺山修司

高校の頃、愛読していました。つらくなったときや悩んでいるときにこの名言集の言葉にはげまされた。

スラムダンク　井上雅彦

漫画でも良いのなら井上雅彦のSLAMDANKです。バスケのルールも知識もなかったときは勿論、経験者でも楽しめる物語。試合の迫力や緊張感の表現の仕方。同作者の障害者バスケを描いた「リアル」もまた違う面白さがある。こっちは基本的に人間描写の印象。

The Angle Boy

 弱い人が戦うことを教えてもらう

